
試験科澤『会計学』

1.下記の○から0の各取引:こつもヽて仕訳を示してくださをヽ。ただし、勘定科目:ょ、次の中から最も適
当と思われるものを選んで下さ|い金.(2点 X5)
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②かねで手形を振り機して借り入れてもヽた羊9oo.oooの遮済期目をむかえ、同様が曇腐預金口座から引き
落とされるとともに、手形の返麟を受けた。

③壼菫量が出張から爆社、旅費の精算を行ったところ、あらかじめ概算機で仮払も`してιヽた撃501000で
1ま足りず、不足鏡¥25,000を従業員が立替払もヽしていた。なぉ、この不足額iま次の給料支払時に従業員へ支払うため、未払金として計上した。
(a)1株饉たり¥1會 0,000で 2o様の株式を発行し、合計羊乳0導01000の払込みを受:ナて株式会社を設立した。
払込金|ますべて警通鷲金田座に預け入れられた。

③事務用鈴ォンィス機器¥5総1000と 書ピー薄紙¥5,000を購入し、代金の合計を普通預金編座から振リ
込んだ,
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2. 次の決算整理事項等の中:こ空欄があります。次ベージの構算表の壽容 |こ食うよう1こ、決算整理事
項等の空欄を埋めてください。なぉ、精算表の「瑾期純 ( ⑭ )」 の機と最下行の「合計」欄は数値
が入ってもヽません。また、会計期間1ま 1月 1日 から12月 31日 までの 1年間です。(30点 )

決算整理事項等

1.期末の現金実際有高は¥来 *ま でぁる。帳簿残高との差額平.(

として処理する。

○  '億、慧機|または雑益

2.仮受金澪.(   ②   〕:よ、決算菫前|こ得意先より受け入れてしヽた名覇不明な入金であったが、
そ吟全額が売掛金の麟収で島ることが判鴫したので、修正処理を行う。

3.手形の確認を行ったところ、決算日まで:こ支払難限が到来し、取引銀行の議座預金自座から約薫事
形羊(  (Э   )の奪1暮しがあったため、修正処理を行う。

4.受取手形および売掛金の期末残高:こ対して (
1こより貸倒奪:当金を設定する。

0   )%の貸奮1れを見横もり、差額総嬢

ぶ.期末商品の機難轟|ま半(   c)  )で ぁる.売上鎌価は、「仕入」の行で計算すること。

6.鶴轟 :こついて、闘じ年度に一括購入したともヽう前提で残存優額|は o円、耐踊年数|ま
―
〔

年で、定鰻法 |こより減儘償却を行う。当難申|こ饉品の購入はなもヽ,

③   )

7_売買目的有価証券の期末時儀は¥(   ⑦   )でぁる。ょって、評価替えをイ骨う。

8.家賃は、5月 1露 とつ苺周弩日にそれぞれ半年分を前払もヽしている。昨年も爾1様に貸借しており、
1カ 月分織家贅 :こ変更:まなもヽ。よって、未経過高子(  (]〉   )を 月割計上する。

9_借入金の利患は、借入額 (前年度期首から変動はない)1こ対し年利率 (   c)  )%で 、半

年ごとの群換曇 (‐3月末轟と9溝 末濃)に、経過期閥 :こ対する金額を用割計算 |こより支払つてもヽる。よ
つて、未払真を計上する。
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3,神戸工作所で !ま、材料 Aを二機の始点で投入し、その後 |こ材料 3を工程を通じて平均的 |こ追加投入
することで、製品Cを生産してもヽる。以下め資料を使って、解答欄の総全原薇計算表の空機を埋玲てく
ださ年ヽ。なお、神戸:L作所では単純総合環価計算を用いており、完成轟と月末性撮轟と:こ原饉を聾己分す

る方法および製品Φ庫出単価を計算する方法はとも|こ先入先出法を鶏いています。また、材料 8の追加
投入によつて、製品の数量は変化しないものとします()[計算]機には、鷲答につながる過程を詳しく
書いてください。たとえ解答が正解であっても,それに至る計算が示されていなもヽ場合は、力貪点されま
せん。(30点 )

〔資料]

○当月の生産・販売データ

月初仕掛轟      400儀  (75%)           月初襲轟数量     300個
当月完成晶      3,600個                  当周販売量      3,700個
月末仕掛品       8oo個  (3o%)            月末穣轟数量      200機
(注)( )内は力露二進捗度を示してもヽる。また、当溝:こおいて仕損等は一切発生してもヽなし`。
C)当 月の原饉データ

月初金掛品票価       11231)000門
螢月襲遣費用       42,も 11,000円
月初製品漂価       fi 8233 000湾

総合原価計算表

材料A 材料 3 加工費

月初任掛轟 〔 | 254,000 320,000

塞周製造費帰 f

: I (
ヽ
J 11,2351000

奮構 : ) : ) ( )

月末仕掛品 4180鋭 000 7921003 : }

完成轟 ( ) ( )
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